
 
 
 
 
 

結 果 の 概 要 
 
 



 

１ 全国の概要 

（１）総 数 

 ・ 平成１７年国勢調査による１０月１日現在の我が国の総人口は、１２７，７６７，

９９４人で、前回調査の１２年に比べ、８４２，１５１人、０．７％増加した。人口

増加率は、昭和５５年以降低下を続け、この５年間は戦後最低の人口増加率となって

いる。 

・ 我が国の人口は、世界の人口６５．２億人の２．０％を占め、中国（１３．１億

人）、インド（１１．３４億人）、アメリカ合衆国（３．０億人）、インドネシア 

（２．３億人）、ブラジル（１．９億人）、パキスタン（１．６億人）、バングラデシ

ュ（１．５億人）、ロシア（１．４億人）、ナイジェリア（１．４億人）に次いで１０

番目となっている。 

 

（２）都道府県別人口 

・ 全国４７都道府県の人口は、３００万人以上は１０都道府県、２００万人台が１０

府県、１００万人台が２０県、１００万人未満が７県となっている。 

・ 人口増加率は、東京都が４．２％と最も高く、以下、神奈川県３．６％、沖縄県３．

３％、愛知県３．０％、滋賀県２．８％と続いており、１５都府県で人口が増加した。 

 

（３）男女別人口 

男女別人口では、男性６２，３４８，９７７人、女性６５，４１９，０１７人で、

女性が３，０７０，０４０人多く、人口性比（女性１００人に対する男性の数）は、

９５．３となっており、平成１２年に比べ０．５ポイント低下している。 

 

（４）年齢別人口 

・ 年齢別人口では、年少人口（１５歳未満人口）は、１７，５２１，２３４人（総人

口の１３．７％）、生産年齢人口（１５歳以上６５歳未満人口）は８４，０９２，４

１４人（同６５．８％）、老年人口（６５歳以上人口）は２５，６７２，００５人 

（同２０．１％）となっている。 

 ・ 老年人口は、平成１２年に比べ３，６６６，８５３人（１６．７％）増加し、総人

口に占める割合も前回の１７．３％から２．８ポイント上昇しており、高齢化が更に

進行している。 

 ・ 年少人口は、平成１２年に比べ９５１，２６５人（５．１％）減少し、総人口に占

める割合も前回の１２．８％から０．９ポイント低下し、調査開始以来最も低くなっ

ている。 

・ 生産年齢人口は、平成１２年に比べ２，１２７，２１７人（２．５％）減少し、総

人口に占める割合も前回の６７．９％から２．１ポイント低下している。 

・ 総人口に占める老年人口の割合を都道府県別にみると島根県が２７．１％と最も高

く、沖縄県が１６．１％で最も低くなっている。平成１２年に比べるとすべての都道

府県で上昇しており、全国的に高齢化が進行している。 

・ 総人口に占める年少人口の割合は、平成１２年に比べすべての都道府県で低下し、

その結果、沖縄を除く４６都道府県で老年人口が年少人口を上回った。 
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２ 京都府の概要 

（１）総数 

   平成１７年１０月１日現在の京都府の人口は、２，６４７，６６０人で、

平成１２年に比べ３，２６９人（０．１％）増加し、全国人口の２．１％を

占め、全国４７都道府県中１３位となっている。 

 

（２）市町村別人口 

   京都府内１３市２４町１村のうち、前回に比べ増加したのは６市４町、減

少したのは７市２１町村となっている。 

   人口増加は、精華町が７，８７９人で最も多く、以下木津町５，４４６人、

京田辺市４，４３１人、向日市１，６１６人、八幡市５７０人となっている。 

増加率でも、精華町が２９．９％と最も高く、以下木津町１６．２％、京田辺市７．

４％、向日市３．０％となっている。 

一方、減少した市町村は、京丹後市が２，８５５人で最も多く、以下城陽

市２，７１０人、舞鶴市２，３１７人、宮津市１，７６４人、綾部市１，１

２６人となっている。 

減少率では、伊根町１２．７％、笠置町８．８％、夜久野町８．５％、和知

町８．４％、和束町８．４％となっている。 

 

（３）男女別人口 

   男女別人口では、男性１，２７２，９９３人、女性１，３７４，６６７人

で、女性が１０１，６７４人多く、人口性比（女性１００人に対する男性の

数）は９２．６となっており、平成１２年の９３．６に比べ、１．０ポイン

ト低下している。 

 

（４）年齢別人口 

   年齢別人口では、年少人口は、３４５，０７１人（総人口の１３．０％、

前回１３．６％）、生産年齢人口は１，７５５，４４７人（同６６．３％、前

回６８．５％）、老年人口は５３０，３５０人（同２０．０％、前回１７．

４％）となっている。 

   前回調査と比べると、年少人口は、１５，４６０人（４．３％）減少、生

産年齢人口は５４，７８６人（３．０％）減少しているのに対し、老年人口

は、７１，０８６人（１５・５％）の増加となった。この結果、年齢３区分

割合は、前回調査に比べて年少人口が０．６ポイント、生産年齢人口が、２．

２ポイント低下する一方で、老年人口が２．６ポイント上昇している。 
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３ 綾部市の概要 

（１）総数 

   平成１７年１０月１日現在の綾部市の人口は、３７，７５５人で、平成 

１２年と比較すると１，１２６人（２．９％）減少し、昭和２５年の市政施

行時の調査から減少を続けている。 

 

（２）人口集中地区（ＤＩＤ） 

   人口集中地区面積は３．６ｋ㎡、区域内人口は１３，４３９人で、平成 

 １２年と 比 較 す る と 、 面 積 は ５ ． ９ ％ （ 前 回 ３ ． ４ ｋ ㎡ ）、 人 口 で は 

１．０％（前回１３，３０３人）増加した。 

 

（３）男女別人口 

   男女別人口では、男性１８，０３１人で、前回調査と比較すると５１７人

（２．８％）の減少、女性１９，７２４人で、６０９人（３．０％）の減少

となり、女性が１，６９３人多く、人口性比（女性１００人に対する男性の

数）は９１．４で前回調査と比較すると０．２上昇している。 

   なお、人口性比は、全国の９５．３、京都府の９２．６と比較すると女性

の割合が多くなっている。 

 

（４）年齢別人口 

   年齢別人口では、年少人口が４，９１８人で総人口に占める割合は１３．０％（

前回１３．８％）、生産年齢人口が２１，２３０人で５６．２％（前回５８．

０％）、老年人口が１１，４９２人で３０．４％（前回２８．２％）となって

いる。 

   前回調査と比較すると、６５歳未満の人口が１，７７２人減少し、老年人口

は５３６人（４．９％）増加し、老年人口の割合は前回調査から２．２ポイントの

増となった。 

   なお、綾部市の老年人口の割合は、京都府内の市町村では１２番目、市で

は２番目に高くなっている。 

 

（５）地区別人口 

   今回調査で人口が増加したのは、吉美（７２６人）、中筋（２７２人）の２

地区で、平成１２年調査時と同じく、吉美地区は桜が丘団地の分譲、中筋地

区は土地区画整理事業等による市街化等が主な要因と考えられる。 

 

（６）配偶関係 

１５歳以上人口を配偶関係別にみると、男性では、未婚者が３，７３１

人（１５歳以上の男性人口に占める割合２４．２％）、有配偶者が１０，４９

２人（同６８．２％）、死別者５９１人（同３．８％）、離別者４５１人（同

２．９％）となっている。 

   一方女性では、未婚者が２，５７７人（１５歳以上の女性人口に占める
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割合１４．９％）、有配偶者が１０，４４８人（同６０．３％）、死別者３，４２４

人（同１９．８％）、離別者７５３人（同４．３％）となっており、前回に比

べ、男女とも離別者が増加している。 

（７）世帯数 

世帯総数は、１４，２８６世帯で、前回と比較すると４０２世帯（２．９％）増加

している。 

うち一般世帯数は１４，１６１世帯、世帯人員は３６，９３８人で、１世帯当たり

人員は、２．６１人となっている。前回調査から世帯数は、２９６世帯（２．

１％）増加したのに対し、世帯人員は１，３５９人（３．５％）減少したた

め世帯規模が２．７６人から０．１５人縮小した。 

    

（８）世帯の類型 

核家族世帯は８，４３６世帯（一般世帯の５９．６％）で、前回調査の８，

１０８世帯（同５８．５％）から３２８世帯、１．１ポイント増加している。 

さらに、６５歳以上の親族のいる世帯は７，４１７世帯（同の５２．４％）で前回

調査の７，２２２世帯（同５２．１％）から１９５世帯、０．３ポイント増加

した。 

   単独世帯は３，３４１世帯（同２３．６％）で、そのうち６５歳以上の高

齢単身者は１，６７７人（男性３６６人、女性１，３１１人）となり、母子

父子世帯は２１９世帯（同１．５％）となっている。 

 

（８）労働力状態 

   平成１７年１０月１日現在の１５歳以上人口３２，７２２人の内、就業者

は１９，１６１人、完全失業者は７７１人で、この両者を合わせた労働力人

口は１９，９３２人となり、１５歳以上人口に占める割合は６０．９％となっ

ている。一方、家事や通学などの非労働力人口は１２，５４２人で、１５歳以上人

口に占める割合は３８．３％となった。 

   前回調査と比べると、労働力人口は９５６人（４．６％）減少し、非労働

力人口は５人（０．０３％）増加している。 

   労働力人口を男女別にみると男性が１１，３９８人、女性が８，５３４人

で、構成比は、男性５７．２％、女性４２．８％となった。 

 

（９）産業別就業者 

   １５歳以上就業者を産業３部門別にみると、第１次産業就業者は２，３１９人で

１２．１％、第２次産業就業者は６，５１６人で３４．０％、第３次産業就

業者は１０，０２３人で５２．３％となっており、前回調査と比較すると、第

１次産業就業者は２９９人（１１．４％）、第２次産業就業者は１，０８９人（

１４．３％）の減少、第３次産業就業者は１１９人（１．２％）増加した。 

 

（１０）昼間人口 

   常住人口（夜間人口）３７，６４０人のうち通勤、通学により他市町
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村に流出している人口は４，７１７人で他市町村から流入している人口

は５，７８５人で差し引き１，０６８人の流入超過となった。 

   そのうち、通勤による流入人口は５，５２７人、流出人口は４，１６１人である。 



４　綾部市の人口の推移

人口密度

総　数 男 女 実　数 率 （１ｋ㎡当たり）

大正 人 人 人 人 ％ ｋ㎡ 人 人 ｋ㎡

１４年 47,298 22,097 25,201 － － 348.49 135.7 － －

昭和５年 48,206 22,401 25,805 908 1.92 348.49 138.3 － －

１０年 46,567 21,574 24,993 △ 1,639 △ 3.40 348.49 133.6 － －

１５年 45,388 21,158 24,230 △ 1,179 △ 2.53 348.49 130.2 － －

２２年 54,005 25,352 28,653 8,617 18.99 348.49 155.0 － －

２５年 54,055 25,804 28,251 50 0.09 348.49 155.1 － －

３０年 53,235 25,555 27,680 △ 820 △ 1.52 348.49 152.8 － －

３５年 51,258 24,149 27,109 △ 1,977 △ 3.71 348.49 147.1 11,108 1.1

４０年 48,339 22,238 26,101 △ 2,919 △ 5.69 348.49 138.7 12,726 1.7

４５年 44,983 20,751 24,232 △ 3,356 △ 6.94 348.49 129.1 12,484 2.3

５０年 43,490 20,414 23,076 △ 1,493 △ 3.32 348.49 124.8 11,937 2.5

５５年 42,552 20,096 22,456 △ 938 △ 2.16 348.49 122.1 12,806 3.0

６０年 41,903 19,816 22,087 △ 649 △ 1.53 348.49 120.2 12,228 3.0

平成２年 40,595 19,197 21,398 △ 1,308 △ 3.12 347.11 117.0 11,299 2.7

７年 39,981 19,067 20,914 △ 614 △ 1.51 347.11 115.2 12,867 3.3

１２年 38,881 18,548 20,333 △ 1,100 △ 2.75 347.11 112.0 13,303 3.4

１７年 37,755 18,031 19,724 △ 1,126 △2.90 347.11 108.8 13,439 3.6

注）昭和２５年以前は、市町村合併前により総務省統計局の推計による。
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